
＜池辺晋一郎と岡﨑光治の午後＞

合唱団「萩」第三回東京公演

2024年6月2日(日)14:00 開演(13:30開場）　紀尾井ホール

～震災を乗り越えて1313年～

池辺晋一郎氏を迎えて東北の魂を歌う

■ オペラ「鳴砂｣ より

■チケット販売
　　【前売り】 チケットペイ 　　 QRコードをご利用ください　 　　　　

  　　　https://www.ticketpay.jp/booking/?event_id=49002

　　【当日会場受け取り】　　申し込みフォームからお入りください 

　　合唱団「萩」ホームページ：https://hagihp.wixsite.com/hagi　
　　【お問合せ】　☎　050-7108-2086　赤崎 (9:00～21:00）

　主催：合唱団「萩」後援：東北大学萩友会 東北大学男声合唱団OB会 　　河北新報社 朝日新聞仙台総局

池辺晋一郎(C)Orchestra Ensemble Kanazawa

■ 岡﨑光治･珠玉の編曲集
 遠くへ行きたい、ピエロのトランペット
 大きな古時計、風のように歌が流れていた　ほか

指揮：末光眞希　　ピアノ：石垣弘子

 作詞：別役実　　作曲：池辺晋一郎

指揮：池辺晋一郎　ピアノ：石垣弘子

　　　　     音楽と演劇と舞踊によるコンチェルタンテ

 原作：菅原頑　　作曲/脚色：岡﨑光治

指揮：池辺晋一郎　　ピアノ：石垣弘子
　　ソプラノ：菅英三子　 テノール：中嶋克彦
　　語り部：渡部ギュウ　 舞踏：佐藤有華　　
　　演出：高橋菜穂子

【入場料 (全席自由)】 3,000円
　　┏→　　　┃━━┛

→　

→　

https://www.ticketpay.jp/booking/?event_id=49002
https://hagihp.wixsite.com/hagi/%E8%A4%87%E8%A3%BD-%E7%B7%B4%E7%BF%92%E4%BC%9A%E5%A0%B4
https://hagihp.wixsite.com/hagi
https://www.ticketpay.jp/booking/?event_id=49002


■合唱団｢萩｣第三回東京公演によせて　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合唱団「萩」団長　末光眞希
「歌うことは生きることの証」との岡﨑光治氏の言葉に導かれて大震災を乗り越えた「萩」
は、「東北で飯を喰い酒を飲む俺たちの音楽｣なる岡﨑音楽の普遍性を信じて今日まで歩
んで来ました。氏の逝去後初となる今回の東京公演では、岡﨑氏の音楽の畏友でもあり
数多くの演劇音楽作品を生み出してきた池辺晋一郎氏を客演にお迎えし、岡﨑氏の代表
的オペラ「鳴砂」の世界に声楽ソロ・合唱・演劇・舞踏のコラボレーションによる新し
い光をあてます。池辺氏の合唱作品の中でも広く親しまれている「六つの子守歌」を作
曲者自身の指揮で歌える喜びと合わせ、「萩」一同は至福の時間を過ごしながら準備の
時を過ごしております。皆さまのお運びを心よりお待ち申し上げます。
■指揮：池辺晋一郎 （いけべしんいちろう）
作曲家。日本音楽コンクール、尾高賞などの受賞の他、映画、テレビ等の附帯音楽分野での
受賞も多数。2004年紫綬褒章。2018年文化功労者。2022年旭日中綬章。主要作品は交響曲
No.1 ～ 11、オペラ「死神」「千姫」他。演劇音楽はこれまでに約 500 本を担当している。 現
在、東京音楽大学名誉教授、東京オペラシティ・ミュージックディレクター、石川県立音楽
堂洋楽監督、姫路市文化国際交流財団芸術監督、せたがや文化財団音楽監督をつとめる。

■演出 : 高橋菜穂子 （たかはしなほこ）
飲食店とのコラボ企画「仙臺まちなかシアター」
では、全作品を構成・演出。せんだい演劇工房
10-BOX「子育てあるある劇場」日立システムズ
ホール仙台「voice」など行政主体の仕事も多数。
東北えびすのYouTube運営も手掛ける。

■語り部 ： 渡部ギュウ （わたべぎゅう ）
俳優・演出家。一般社団法人東北えびす主宰。 
市民参加による「朗読クラブ／演劇クラブ」を開
講中。2011年7月仙台オペラ協会新国立招聘公演
「鳴砂」に演出補として参加。代表作は一人芝居
「アテルイの首～作：菅原頑」「税務署長の冒険
～作：宮沢賢治」山形県庄内出身、仙台在住。

■舞踏 ： 佐藤有華 （さとうありは）　
振付家・ダンサー。幼少よりクラシックバレエを習
い、大学でコンテンポラリーダンスと出会う。京都
造形芸術大学舞台芸術学科卒業。人の意識と身
体の関わりに興味を持ち、ドイツのMBSアカデ
ミーにてフェルデンクライスを学ぶ。

■ピアノ ： 石垣弘子  (いしがきひろこ）
武蔵野音楽大学卒業。今井紀子、中根伸也の各氏
に師事。仙台、東京を中心に様々なコンサートや
企画に出演。合唱団「萩」ピアニストとして全ての
公演に出演している。現在、宮城県芸術協会、日本
ピアノ教育連盟会員。

■指揮・団長 ： 末光眞希 （すえみつまき）
東北大学在学中に男声合唱団指揮者を務め、指
揮法を岡﨑光治氏、声楽を平野和夫氏に師事。
2018年のスウェーデン公演以来、「萩」の指揮者
を務める。宮城学院女子大学元学長、現在、東北
大学材料科学高等研究所特任教授。

■ソプラノ： 菅 英三子 （すがえみこ）
京都市立芸術大学を卒業後、ウィーン国立音楽
大学に留学、ディプロムを取得して首席で修了。
これまでオーストリア共和国学術褒賞、出光音楽
賞、青山音楽賞、新日鉄音楽賞、文化庁芸術祭
新人賞、宮城県芸術選奨、宮城県教育文化功労
者表彰などを受賞している。

■作曲・編曲：岡﨑光治 （おかざきみつはる）
1958年東北大学卒。電子音楽からオペラまで東北地方伝承の音素材をモチーフとした幅広い創作
活動の傍ら、仙台放送合唱団の音楽監督を務めるなど合唱音楽を牽引し、若い世代への音楽教
育にも情熱を注いだ。作品としては、オペラ「鳴砂」、「魂の坑道は果てしなく」、合唱組曲「幻の祭り」、
「さまよう六条の御息所」などの主要作品のほか、多くの合唱編曲を遺した。2018年12月逝去。

[ 最寄り駅 ]
・四ツ谷駅 麹町口→６分  （ＪR線・丸の内線・南北線）   ・麹町駅２番出口→８分 （有楽町線）
・赤坂見附駅 D出口→８分 （銀座線・丸の内線）　      ・永田町駅７番出口→８分 （半蔵門線）

■合唱団「萩」　2011年5月にニューヨークで開催される「日米合唱祭」に参加すべく結成された。音楽監督岡﨑光治に率
いられ、直前の東日本大震災を乗り越えて渡米、カーネギーホールを埋め尽くす満場の聴衆から熱烈な喝采を博した。岡﨑音
楽に心酔する団員が集まり、仙台、東京、いわきなど国内での演奏会だけでなく、スペイン、ドイツ、ポーランド、スウェーデ
ンなど海外でも公演し音楽を通じた国際交流にも貢献している。

■オペラ「鳴砂」　オペラ「鳴砂」は、1986年仙台オペラ協会創立10周年の委嘱作品として、菅原
頑の原作に作曲された。東北の海辺の寒村を舞台とする悲劇を扱うこのオペラは、2011年の新国立
劇場地域招聘公演として東日本大震災の苦難を乗り越えて見事上演を果たし好評を博した。

■テノール ： 中嶋克彦  ( なかしまかつひこ)
東京藝術大学大学院修士課程修了。同大学院博
士課程修了、博士号取得。2012年より文化庁在外
派遣研修員としてドイツのマインツ音楽大学にて
研鑽を積む。宗教曲やオラトリオなどコンサート
のソリストとして主に活躍している。国立音楽大
学非常勤講師。

〒102-0094
東京都千代田区
紀尾井町6番5号
☎03-5276-4500（代）

池辺晋一郎［(C)東京オペラシティ文化財団　撮影：武藤章］


